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目次

地域の関係機関と連携して外国人患者の受入体制を整備している事例をご紹介します。

⮚紹介事例

• りんくう総合医療センター（大阪府）

• 横浜市立大学附属市民総合医療センター（神奈川県）

• 森町家庭医療クリニック（静岡県） ※配布資料のみ

➢ 訪日外国人患者の受け入れに関連した国等の事業紹介

※本事業で運営している「外国人患者受入れ情報サイト」

(https://internationalpatients.jp/) の好事例インタビュー記事から

内容をまとめてご紹介しています。詳しくはぜひサイトをご覧ください。

https://internationalpatients.jp/


外国人患者受入れにおける

医療機関と地域の連携事例紹介



りんくう総合医療センター（大阪府）

● 概要

⮚ 所在地：大阪府泉佐野市（関西国際空港の対岸に位置）

⮚ 病床数：388床

※うち、泉州救命救急センター：30床、感染症センター：10床）

⮚ 指定医療機関等

• 災害拠点病院（地域災害医療センター）

• 地域周産期母子医療センター

• 外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）認証病院

● 外国人患者受入れ体制整備の道のり

●

• 2000年代中頃：外国人の方が救急で来院することが増え始める

• 2006年：国際外来の開設

●

• 医療通訳者の配置

• 2013年：JMIP認証取得

●

• 大阪府24時間多言語遠隔医療通訳サービス・機械翻訳等のツールを活用

• 2023年：JMIP更新（3回目）



医療機関

りんくう総合医療センター（大阪府）

大阪府24時間
多言語遠隔医療通訳サービス

●電話・ビデオ通訳サービス
●対象：府内医療機関
●８言語に対応。

自治体（大阪府） 厚生労働省

近隣医療機関

課題・取り組み

・外国人向け多言語説明資料

・訪日外国人受診者医療費
未払情報報告システム

・大阪府下の地域拠点の医療機関が
集まり、コーディネーター同士で外
国人患者受入れにおける対応事例等
の情報交換を実施

・広報誌や年報を作成し、近隣の医
療機関に配布

・

〇外国人患者の転院・紹介先が少
ないため、公的サービスの利活用
促進が必要

〇医療費が大きくなってきたら、
途中で一度精算してもらう・予定
入院の場合はデポジット（預かり
金）をいただくなどの未収金対策
を実施



横浜市立大学附属市民総合医療センター（神奈川県）
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● 概要

⮚ 所在地：神奈川県横浜市

⮚ 病床数：696床（横浜市最大の病床規模を持つ総合病院）※2025年3月時点

⮚ 疾患別センター

• 高度救命救急センター

• 総合周産期母子医療センター

• 小児総合医療センター など

● 外国人患者受入れ体制整備のきっかけ

●

• 外国人患者が来院した際の病院のルールや仕組みの説明、窓口で
の対応に課題

●

• 対面通訳を行うボランティア団体との連携
• 2015年：院内通訳の常駐開始

●

• コロナ禍：タブレット端末を活用した遠隔通訳の利用開始
• デジタルサイネージ・院内表示の多言語化

出典
・外国人患者受入れ情報サイト「横浜市立大学附属市民総合医療センター」

https://internationalpatients.jp/interviews/2022_001/


医療機関
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●活動内容：医療通訳派遣

●事前予約制のため、通訳が必要で
あることが前もって分かっている際
に利用

ボランティア団体 民間業者

院内連携

課題・取り組み

●民間の遠隔医療通訳サービスを導入

●急な対応が必要な際、感染症対応の
際に利用

●通訳が必要な患者については、カルテ
への記載に加えてリストを作成し、院
内で共有

⇒情報共有により、医師・看護師・患者
がそれぞれ安心できると実感。

●外国人患者さんが通院後に自宅で
療養をするところまで視野に入れる
と、地域で通訳が出来る人材を活用
することが必要

●周辺の医療機関の協力も仰ぎなが
ら環境整備を進める必要がある

出典
・外国人患者受入れ情報サイト「横浜市立大学附属市民総合医療センター」

横浜市立大学附属市民総合医療センター（神奈川県）

https://internationalpatients.jp/interviews/2022_001/


森町家庭医療クリニック（静岡県）※配布資料のみ
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● 概要

⮚ 所在地：静岡県周智郡森町（浜松市に隣接）

⮚ 診療科：家庭医療科

⮚ 開院：2011年12月

⮚ 併設施設

• 森町訪問看護ステーション

• 在宅医療支援室

● 外国人患者受入れ体制整備のきっかけ

●

•技能実習生（ブラジル・東南アジア・中国）など外国人住民が増加
•医療現場の会話における対応に苦労

●

• 2020年7月：医師賠償責任保険の付帯サービス（医療通訳サービス）の利用開始
• 2020年10月：静岡県「電話医療通訳サービス」開始

●

•保険付帯サービス・県事業を活用して外国人患者受入れ体制を整備
•職員や外国人患者から感謝の声が寄せられる

内科・心療内科・外科・整形外
科・

小児科・産婦人科・皮膚科・精神科

出典
・森町家庭医療クリニック公式HP

・外国人患者受入れ情報サイト「森町家庭医療クリニック」

http://www.morimachi-fc.com/
https://internationalpatients.jp/interviews/2021_001/


医療機関

森町家庭医療クリニック（静岡県） ※配布資料のみ
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医療機関向け
電話医療通訳サービス事業

●電話・ビデオ通訳サービス
●最大で31言語に対応
●対象：①か②への登録を承諾した医療機関

①救命救急センター指定病院
②外国人患者受入拠点医療機関

自治体（静岡県） 近隣医療機関

公立森町病院
課題・取り組み

浜松医大総合診療プログラム

“子宮の中から天国まで”をモットーに、総
合診療医・家庭医としての専門性とキャリ
アの確立を目指すプログラム。

⇒2次医療圏である中東遠地域において、
公立病院間の地域連携が進むきっかけに

●クリニックと開設者を同じくする
病院

●クリニックで外来診療を受けた後、
必要があれば公立森町病院へ引き継
いでいる

●外国人患者からの電話予約をスム
ーズに受けられる体制整備

●外国人住民 / 患者への周知（予約を
取ることで待ち時間が少なくなるこ
と・外国語でサポートをすることが
可能であることなど）

出典
・浜松医科大学医学部附属病院「専門医養成プログラム」
・外国人患者受入れ情報サイト「森町家庭医療クリニック」

https://www.hama-med.ac.jp/hos/vacancies/courses/sougou.html
https://internationalpatients.jp/interviews/2021_001/
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好事例インタビュー-外国人患者受入れ情報サイト

好事例インタビュー -外国人患者受入れ情報サイト

外国人患者受入れ情報サイトのご紹介

本日ご紹介した事例のほか、全国の医療機関や自治体・地域関係団体など

の事例インタビューを数多く掲載しております。ぜひご覧ください。

https://internationalpatients.jp/interviews/
https://internationalpatients.jp/interviews/


訪日外国人患者の受け入れに関連した

国等の事業紹介



訪日外国人の診療価格算定方法マニュアル（第2.4版）

令和6年度外国人患者受入れに資する医療機関認証制度等推進事業 11

• 訪日外国人が日本で医療機関を受診する場合、保険診療ではなく自由診療となります。
したがって、その診療価格は、各医療機関が設定することになります。

• 厚生労働省では、医療費原価計算による算定方法の考え方等についてまとめた「訪日
外国人の診療価格算定方法マニュアル（第2.4版）」を作成し、公表しています。

【掲載先】
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_08838.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_08838.html


希少言語に対応した遠隔通訳サービス事業

厚生労働省では、民間サービスが少なく通訳者の確保が困難な希少言語に対して遠隔通訳サービ
スを実施しています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_00015.html

令和6年度外国人患者受入れに資する医療機関認証制度等推進事業 12

※各自治体で医療機関向け医療通訳サービスを提供していることもあります。

詳しくは所在地の自治体にお問い合わせください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/newpage_00015.html


外国人向け多言語説明資料

• この説明資料は、円滑な外国人患者の受入れを目的とした多言語ツールであり、日本国内の医

療機関を対象に提供しているものです。

• 診療申込書、医療費請求書、診療科毎の問診票、同意書等について、12か国語（英語・中国

語・韓国語・ポルトガル語・スペイン語・ウクライナ語・ヒンディー語、インドネシア語、ネパー

ル語、タガログ語、タイ語、ベトナム語）のひな形をダウンロードできます。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-

ml.html

令和6年度外国人患者受入れに資する医療機関認証制度等推進事業 13

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusai/setsumei-ml.html


外国人患者を受け入れる医療機関の情報を
取りまとめたリスト

• 厚生労働省と観光庁が連携して外国人患者を受け入れる医療機関の情報を取りまとめたリスト

を公開し、定期的に更新しています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05774.html

• 本リストは多言語化（英語・中国語［簡体字／繁体字］・韓国語）され、日本政府観光局（Ｊ

ＮＴＯ）ウェブサイトで公開されています。

https://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi_guide.html

令和6年度外国人患者受入れに資する医療機関認証制度等推進事業 14

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05774.html
https://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi_guide.html


訪日外国人受診者の医療費不払い防止
及び報告に関する情報報告システム

厚生労働省では、出入国在留管理庁と連携して国内の保険医療機関から一定額以上の医療費の不

払いのある訪日外国人受診者の情報を収集し、出入国在留管理庁へ共有する仕組みを運用してい

ます。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202921_00012.html

令和6年度外国人患者受入れに資する医療機関認証制度等推進事業 15

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202921_00012.html
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ご清聴ありがとうございました。
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